
土
左
日
記
の
文
末
表
現
を
め
ぐ
る
諸
問
題
⑵

半
沢
幹
一

　

本
稿
は
「
土
左
日
記
の
文
末
表
現
を
め
ぐ
る
諸
問
題
⑴
」（『K

yoritsu Review

』
第
四
八
号
、
二
〇
二
〇
年
）
の
続
稿
か
つ
完
結
編

で
あ
る
。

13

　

ま
だ
取
り
上
げ
て
い
な
い
文
末
表
現
は
、
文
末
語
の
大
勢
を
占
め
る
助
動
詞
と
動
詞
で
あ
る
。
土
左
日
記
の
地
の
文
四
一
六
文
の
う
ち
、

文
末
語
が
助
動
詞
の
場
合
が
二
〇
六
文
（
四
九
・
五
％
）、
動
詞
の
場
合
が
一
二
一
文
（
二
九
・
〇
％
）
で
、
一
位
と
二
位
を
占
め
、
合
わ

せ
て
全
体
の
約
八
割
に
も
及
ぶ
。

　

前
稿
第
２
節
に
お
い
て
、
動
詞
の
裸
形
が
文
末
に
来
る
こ
と
を
漢
文
訓
読
の
影
響
と
す
る
従
来
の
見
方
に
対
し
て
疑
義
を
呈
し
て
お
い

た
が
、
後
の
女
流
日
記
に
お
け
る
動
詞
文
末
の
多
さ
も
ふ
ま
え
れ
ば
、
そ
れ
は
そ
も
そ
も
日
記
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
性
格
に
起
因
す
る
こ

と
と
考
え
ら
れ
る
。

　

日
記
は
基
本
的
に
、
そ
の
日
そ
の
日
に
起
き
た
出
来
事
を
記
す
も
の
で
あ
る
。
そ
の
記
述
に
あ
た
っ
て
の
原
則
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、

内
容
は
直
近
で
は
あ
る
が
記
述
時
点
か
ら
は
す
べ
て
過
去
の
出
来
事
で
あ
る
こ
と
、
も
う
一
つ
は
そ
の
出
来
事
を
そ
の
ま
ま
描
写
す
る
こ

1



と
、
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
原
則
が
も
た
ら
す
の
が
、
文
末
動
詞
に
特
定
の
付
属
語
は
下
接
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

一
つ
め
に
つ
い
て
は
、
時
制
に
関
わ
る
助
動
詞
で
あ
り
、
過
去
で
あ
る
の
は
自
明
な
の
で
、
あ
え
て
そ
れ
を
表
示
す
る
必
要
が
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
文
末
語
と
な
る
動
詞
そ
れ
自
体
が
非
過
去
と
い
う
時
制
を
表
す
こ
と
も
あ
り
え
る
が
、
日
記
に
お
い
て

時
制
は
非
関
与
的
で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
に
つ
い
て
は
、
情
意
に
関
わ
る
助
詞
・
助
動
詞
で
あ
り
、
特
に
そ
れ
を
明
示
す
る
必
要
が
な
い
場
合
に
は
、
各
文
に
お
け
る

出
来
事
が
そ
の
ま
ま
動
詞
に
よ
っ
て
締
め
括
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
特
別
な
場
合
と
は
、
前
稿
第
11
節
に
取
り
上
げ
た
終
助

詞
や
第
12
節
に
取
り
上
げ
た
形
容
詞
・
形
容
動
詞
の
中
の
感
情
系
の
語
が
文
末
に
来
る
場
合
で
あ
る
。
情
意
と
結
び
付
く
内
面
の
変
化
を

表
す
動
詞
が
文
末
語
と
な
る
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
内
面
の
変
化
を
い
わ
ば
客
観
的
に
示
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
直
接
的
な
情
意
の

表
出
で
は
な
い
。

　

も
ち
ろ
ん
、
土
左
日
記
に
お
い
て
文
末
語
と
し
て
も
っ
と
も
多
い
の
は
助
動
詞
で
あ
り
、
動
詞
文
末
を
上
回
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
こ
に
挙
げ
た
原
則
か
ら
外
れ
る
ケ
ー
ス
の
ほ
う
が
主
と
な
り
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
助
動
詞
も
詳
細
を
見
れ
ば
、
原
則
寄

り
の
描
写
表
現
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
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ま
ず
は
、
動
詞
の
文
末
語
の
詳
細
を
見
て
み
る
。
各
動
詞
を
頻
度
順
に
示
す
と
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
（
カ
ッ
コ
内
が
頻
度
数
）。

　
　

�

①
あ
り
（
一
七
）、
②
言
ふ
（
一
三
）、
③
行
く
（
七
）、
④
漕
ぎ
行
く
（
六
）、
⑤
見
ゆ
（
四
）、
⑥
祈
る
・
追
ふ
・
返
り
事
す
・
と

ま
る
・
降
る
（
三
）、
⑦
入
る
・
思
ほ
ゆ
・
す
・
奉
る
・
の
ぼ
る
・
喜
ぶ
（
二
）、
以
下
、
四
二
語
が
一
回

2



　

こ
の
結
果
か
ら
指
摘
で
き
る
の
は
、
次
の
四
点
で
あ
る
。

　

第
一
に
、
全
体
と
し
て
文
末
動
詞
に
と
く
に
大
き
な
偏
り
は
な
く
、
バ
ラ
つ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
複
数
回
出
て
く
る
動
詞

は
一
六
語
し
か
な
く
、
文
末
動
詞
に
お
け
る
異
な
り
の
約
二
七
％
、
延
べ
の
約
六
五
％
で
あ
り
、
最
高
で
も
「
あ
り
」
の
一
七
回
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
上
位
を
占
め
る
の
は
基
礎
的
な
動
詞
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
土
左
日
記
独
自
の
傾
向
と
は
い
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第

一
位
の
「
あ
り
」、
第
二
位
の
「
言
ふ
」、
第
五
位
の
「
見
ゆ
」、
第
七
位
の
「
す
」
な
ど
が
、
そ
れ
に
当
た
る
。
ち
な
み
に
、
上
位
の
中

で
「
あ
り
」
は
唯
一
の
状
態
性
の
動
詞
で
あ
り
、
同
様
の
語
は
「
集
ま
り
居
り
」
の
一
語
の
み
で
あ
る
。

　

第
三
に
、
船
旅
に
関
わ
る
動
詞
が
多
く
見
ら
れ
、
こ
れ
ら
は
土
左
日
記
独
自
の
傾
向
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
三
位
の

「
行
く
」、
第
四
位
の
「
漕
ぎ
行
く
」、
第
六
位
の
「
追
ふ
」、
第
七
位
の
「
の
ぼ
る
」
な
ど
、
移
動
に
関
わ
る
動
詞
が
目
立
ち
、
第
六
位
の

「
と
ま
る
」
を
含
め
、
ど
れ
も
船
旅
に
関
わ
る
。
さ
ら
に
は
、
一
回
の
「
出
だ
す
・
出
づ
・
移
る
・
送
り
す
・
追
ひ
来
・
降
り
乗
り
す
・

門
出
す
・
漕
ぎ
出
づ
・
は
な
む
け
す
・
行
き
過
ぐ
」
も
、
こ
れ
に
加
え
ら
れ
よ
う
。

　

第
四
に
、
そ
れ
ほ
ど
目
立
ち
は
し
な
い
が
、
内
面
に
関
わ
る
動
詞
が
少
な
か
ら
ず
あ
り
、
出
来
事
の
記
述
を
中
心
と
す
る
日
記
と
し
て

は
注
目
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
六
位
の
「
祈
る
」、
第
七
位
の
「
思
ほ
ゆ
・
喜
ぶ
」
の
ほ
か
、
一
回
の
動
詞
の
中
で
も
「
怪
し

が
る
・
憂
へ
嘆
く
・
思
ふ
・
聞
こ
ゆ
・
悲
し
び
恋
ふ
・
心
地
す
・
嘆
く
・
忘
る
・
怨
ず
」
な
ど
が
あ
る
。
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以
上
の
動
詞
文
末
は
、
各
日
の
記
述
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
分
布
し
て
い
る
か
。

　

土
左
日
記
に
は
五
五
日
間
の
記
述
が
あ
り
、
記
述
量
に
は
二
文
か
ら
三
六
文
ま
で
の
幅
が
あ
る
。
そ
の
中
で
、
日
付
を
除
き
、
全
文
が

3



動
詞
文
末
と
い
う
日
は
、
次
の
二
日
（
一
月
五
日
・
二
月
一
四
日
）
し
か
な
い
（
該
当
語
を
□
で
示
す
）。

　
　

五
日
。
風
波
や
ま
ね
ば
、
な
ほ
同
じ
と
こ
ろ
に
あ
り
。
人
々
、
絶
え
ず
訪
ひ
に
来
。（
一
月
五
日
）

　
　

十
四
日
。
雨
降
る
。
今
日
、
車
、
京
へ
と
り
に
や
る
。（
二
月
一
四
日
）

　

と
も
に
、
三
文
の
み
か
ら
成
り
、
そ
の
日
の
出
来
事
の
要
点
だ
け
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

半
数
を
越
え
る
の
も
、
五
日
を
数
え
る
ば
か
り
で
あ
り
、
以
下
に
そ
れ
ら
の
日
の
文
末
語
の
様
相
を
示
す
（
カ
ッ
コ
内
は
動
詞
文
末
数

／
総
文
数
。
ま
た
動
詞
文
末
以
外
に
は
傍
線
を
付
す
）。

　
　

一
二
月
二
一
日
（
四
／
五
）：
門
出
す
・
書
き
つ
く
・
わ
た
る
・
送
り
す
・
更
け
ぬ

　
　

一
二
月
二
二
日
（
二
／
三
）：
立
つ
・
は
な
む
け
す
・
あ
ざ
れ
あ
へ
り

　
　

一
二
月
二
七
日
（
八
／
一
三
）：�

廿
七
日
・
漕
ぎ
出
づ
・
悲
し
び
恋
ふ
る
・
堪
へ
ず
・（
歌
）・
言
ふ
・
ほ
の
め
く
・
す
・
言
ふ
・
言
ふ
・

言
ふ
な
る
・
泊
る
・
追
ひ
来
た
り

　
　

一
月
二
一
日
（
七
／
一
三
）：�

廿
一
日
・
出
だ
す
・
出
づ
・
あ
り
け
る
・
漕
ぎ
行
く
・
あ
り
・
あ
は
れ
な
る
・
集
ま
り
居
り
・
打
ち

寄
す
・
言
ふ
・
聞
こ
へ
た
る
・
咎
む
る
な
り
・（
会
話
）

　
　

一
月
二
六
日
（
六
／
九
）：
廿
六
日
・
漕
ぎ
来
る
・
あ
り
・
奉
る
・
詠
め
る
・
喜
ぶ
・
喜
ぶ
・
と
ぞ
・
祈
る

　

こ
れ
ら
の
分
布
に
は
と
く
に
規
則
性
は
見
出
し
が
た
い
も
の
の
、
推
察
さ
れ
る
の
は
、
動
詞
文
末
が
冒
頭
文
あ
る
い
は
各
日
の
日
付
の

4
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直
後
の
文
つ
ま
り
実
質
的
な
冒
頭
文
に
現
れ
る
傾
向
が
強
く
、
そ
の
こ
と
自
体
に
何
ら
か
の
意
味
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

　

確
認
し
て
み
る
と
、
五
五
日
中
の
二
六
日
つ
ま
り
半
数
近
く
（
四
七
・
二
％
）
の
冒
頭
文
に
動
詞
文
末
が
来
て
い
る
。
末
尾
文
の
文
末

に
は
一
一
例
（
二
〇
・
〇
％
）、
残
り
八
五
例
が
冒
頭
・
末
尾
文
以
外
の
文
末
（
二
七
・
七
％
）
で
あ
る
か
ら
、
冒
頭
文
の
動
詞
文
末
の
割

合
が
突
出
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

冒
頭
文
の
文
末
に
来
る
動
詞
を
挙
げ
る
と
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
（
各
動
詞
の
カ
ッ
コ
内
は
冒
頭
文
末
数
／
全
文
末
数
）

　
　

�

あ
り
（
三
／
一
七
）、
追
ふ
（
三
／
三
）、
降
る
（
三
／
三
）、
行
く
（
二
／
七
）、
漕
ぎ
行
く
（
一
／
六
）、
と
ま
る
（
一
／
三
）、

　
　

入
る
（
一
／
二
）、
の
ぼ
る
（
一
／
二
）、
出
だ
す
・
追
ひ
来
・
漕
ぎ
来
・
漕
ぎ
出
づ
・
門
出
す
・
は
な
む
け
す
・
立
つ
・
悩
み
患
ふ
・

　
　

ゐ
ざ
る
（
各
一
／
一
）

　

こ
れ
ら
が
冒
頭
文
の
文
末
に
来
る
の
は
、
そ
の
日
の
最
初
の
出
来
事
（
行
動
）
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
船
旅
に
関
わ
る
、
そ
の
日
の

中
心
的
な
出
来
事
（
行
動
）
を
、ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
包
括
的
に
提
示
す
る
た
め
で
あ
り
、だ
か
ら
こ
そ
付
属
語
を
下
接
し
な
い
文
末
に
な
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

や
や
異
質
と
見
ら
れ
る
「
あ
り
」
も
三
例
と
も
（
一
月
三
日
・
一
月
五
日
・
一
月
一
八
日
）
は
「
同
じ
と
こ
ろ
に
あ
り
。」
で
あ
り
、「
降

る
」
三
例
も
降
雨
に
よ
り
、
と
も
に
そ
の
日
は
出
港
が
見
送
ら
れ
る
こ
と
を
示
す
と
い
う
点
で
、
船
旅
に
関
わ
っ
て
い
る
。
逆
に
、
文
末

に
一
三
例
も
あ
る
「
言
ふ
」、
四
例
の
「
見
ゆ
」、
三
例
の
「
祈
る
・
返
り
事
す
」、
二
例
の
「
思
ほ
ゆ
・
す
・
喜
ぶ
」
が
、
冒
頭
文
の
文

末
に
ま
っ
た
く
現
れ
な
い
の
は
、
そ
れ
ら
が
そ
の
日
全
体
の
中
心
的
な
ト
ピ
ッ
ク
に
は
な
り
え
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
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次
に
、
文
末
語
最
多
の
助
動
詞
を
意
味
系
統
ご
と
に
分
類
す
る
と
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　

完
了
系
：
七
八
（
三
七
・
九
％
）［
ぬ
：
二
八
・
り
：
二
八
・
た
り
：
一
九
・
つ
：
三
］

　
　

過
去
系
：
三
六
（
一
七
・
五
％
）［
け
り
：
三
五
・
き
：
一
］

　
　

打
消
系
：
四
三
（
二
〇
・
九
％
）［
ず
：
四
三
］

　
　

断
定
系
：
一
九
（　

九
・
二
％
）［
な
り
：
一
九
］

　
　

推
量
系
：
二
九
（
一
四
・
一
％
）［
べ
し
：
一
五
・
む
：
八
・
な
り
：
三
・
め
り
：
一
・
け
む
：
一
・
ご
と
し
：
一
］

　
　

使
役
系
：　

一
（　

〇
・
五
％
）［
さ
す
：
一
］

　

こ
の
結
果
か
ら
、
次
の
四
点
が
指
摘
で
き
る
。

　

第
一
に
、
最
も
多
い
の
が
相
（
ア
ス
ペ
ク
ト
）
に
関
わ
る
完
了
系
の
助
動
詞
で
、
全
体
の
四
割
近
く
を
占
め
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
時
制
に
関
わ
る
過
去
系
の
助
動
詞
が
二
割
以
下
、
地
の
文
の
述
語
文
四
一
六
文
に
対
し
て
は
一
割
に
満
た
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

　

第
三
に
、
判
断
に
関
わ
る
打
消
系
お
よ
び
断
定
系
の
助
動
詞
が
、
合
わ
せ
て
全
体
の
三
割
近
く
に
及
ぶ
こ
と
で
あ
る
。

　

第
四
に
、
同
じ
く
判
断
に
関
わ
る
助
動
詞
で
も
、
推
量
系
は
一
六
％
し
か
見
ら
れ
な
い
。

　

第
13
節
の
末
尾
で
、
出
来
事
を
そ
の
ま
ま
描
写
す
る
と
い
う
日
記
記
述
の
原
則
に
照
ら
し
て
、「
助
動
詞
も
詳
細
を
見
れ
ば
、
原
則
寄

6



り
の
描
写
表
現
で
あ
る
」
と
述
べ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
様
相
は
そ
の
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
多
数
を
占
め
る
完
了
系
の
助
動
詞
は
動
作
の
終
局
面
あ
る
い
は
そ
の
後
の
状
態
に
焦
点
を
当
て
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の

動
作
を
描
写
す
る
と
い
う
点
に
変
わ
り
は
な
い
と
い
う
こ
と
、
過
去
系
の
助
動
詞
が
非
常
に
少
な
い
と
い
う
の
は
、
出
来
事
を
過
去
の
も

の
と
し
て
記
述
し
て
い
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
用
い
る
の
は
特
別
な
場
合
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
、
判
断
に
関
わ
る
助
動

詞
の
う
ち
打
消
系
と
断
定
系
は
表
現
さ
れ
た
出
来
事
の
事
実
性
の
有
無
を
示
す
の
で
あ
っ
て
、
ど
ち
ら
で
あ
れ
事
実
を
ふ
ま
え
た
も
の
で

あ
る
の
に
対
し
て
、
主
観
に
重
き
を
置
い
た
推
量
系
は
少
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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以
下
に
、
各
意
味
系
統
の
助
動
詞
の
様
相
を
概
観
す
る
。

　

ま
ず
、
完
了
系
の
助
動
詞
で
あ
る
が
、
複
数
回
上
接
す
る
動
詞
を
そ
れ
ぞ
れ
挙
げ
る
と
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
（「
つ
」
は
三
例
と

も
別
語
で
あ
る
の
で
、
掲
げ
な
い
）。

　
　

ぬ　

：
成
る
（
七
）、
止
む
（
四
）、
来
・
更
く
（
各
二
）

　
　

り　

：
詠
む
（
九
）、
言
ふ
（
七
）、
と
ま
る
（
五
）

　
　

た
り
：
持
て
来
（
三
）、
お
こ
す
・
饗
応
す
・
似
る
（
各
二
）

　

こ
れ
ら
か
ら
は
、
助
動
詞
ご
と
に
上
接
動
詞
が
ほ
ぼ
固
定
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
各
一
例
の
動
詞
も
含
め
て
、
複
数
の
完
了

系
の
助
動
詞
に
接
続
す
る
動
詞
は
一
語
を
除
い
て
他
に
見
当
た
ら
な
い
。
そ
の
例
外
が「
と
ま
る
」で
あ
り
、「
り
」の
五
例
に
対
し
て「
ぬ
」
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が
一
例
あ
る
。
そ
の
全
例
を
以
下
に
示
す
。

　
　

二
十
九
日
。
大
湊
に
泊
ま
れ
り
。（
一
二
月
二
九
日
）

　
　

二
日
。
な
ほ
大
湊
に
泊
ま
れ
り
。（
一
月
二
日
）

　
　

十
日
。
今
日
は
、
こ
の
奈
半
に
と
ま
り
ぬ
。（
一
月
一
〇
日
）

　
　

十
四
日
。
暁
よ
り
雨
降
れ
ば
、
同
じ
と
こ
ろ
に
泊
ま
れ
り
。（
一
月
一
四
日
）

　
　

十
六
日
。
風
波
や
ま
ね
ば
、
な
ほ
同
じ
と
こ
ろ
に
泊
ま
れ
り
。（
一
月
一
六
日
）

　
　

一
二
日
。
山
崎
に
泊
ま
れ
り
。（
二
月
一
二
日
）

　

す
べ
て
日
付
直
後
の
一
文
に
あ
り
、
し
か
も
一
月
二
日
・
一
月
一
〇
日
・
二
月
一
二
日
の
三
日
分
の
記
述
は
そ
れ
し
か
な
い
。
こ
れ
ら

が
意
味
す
る
の
は
、「
と
ま
る
」
と
い
う
行
為
の
完
了
・
完
遂
が
そ
の
日
に
記
述
す
べ
き
中
心
的
な
出
来
事
＝
ト
ピ
ッ
ク
で
あ
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
こ
の
う
ち
三
番
目
の
一
月
一
〇
日
だ
け
が
「
り
」
で
は
な
く
「
ぬ
」
を
下
接
し
て
い
る

の
は
な
ぜ
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な
ろ
う
。

　

注
意
さ
れ
る
の
は
、
一
月
一
〇
日
の
一
文
に
は
、
他
と
は
異
な
り
、「
今
日
は
」
と
「
こ
の
奈
半
」
と
い
う
、
ダ
イ
ク
テ
ィ
ッ
ク
な
表

現
が
見
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
前
日
、
大
湊
を
出
港
し
て
暮
れ
方
に
奈
半
に
到
着
し
、
お
そ
ら
く
天
候
は
悪
く
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

休
息
の
た
め
か
、
あ
え
て
そ
こ
に
も
う
一
日
留
ま
っ
て
夜
を
過
ご
す
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
を
示
す
た
め
に
、
完
了
系
の
中
で
も
行

動
後
の
存
続
態
に
重
点
の
あ
る
「
り
」（
そ
の
文
中
に
「
な
ほ
」
や
「
同
じ
と
こ
ろ
に
」
と
い
う
表
現
が
あ
る
こ
と
も
含
め
て
）
で
は
な
く
、

そ
の
行
動
自
体
の
局
面
を
示
す
「
ぬ
」
が
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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ち
な
み
に
、
動
詞
文
末
に
も
「
と
ま
る
」
が
三
例
（
一
二
月
二
七
日
・
二
月
八
日
・
二
月
九
日
）、
見
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
二
月
八

日
の
例
は
、「
り
」
や
「
つ
」
が
下
接
す
る
場
合
と
同
様
、
日
付
直
後
の
一
文
「
八
日
。
な
ほ
、
川
上
り
に
な
づ
み
て
、
鵜
飼
の
御
牧
と

い
う
と
こ
ろ
に
泊
ま
る
。」
に
あ
り
、以
下
に
七
文
が
続
く
。
こ
こ
だ
け
完
了
系
の
助
動
詞
が
下
接
し
て
い
な
い
の
は
、こ
の
直
後
に
、「
今

宵
、
船
君
、
例
の
病
お
こ
り
て
、
い
た
く
悩
む
。」
と
い
う
動
詞
文
末
の
一
文
が
続
き
、「
と
ま
る
」
こ
と
と
「
今
宵
～
」
が
一
連
の
こ
と

と
し
て
意
識
さ
れ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
他
の
一
二
月
二
七
日
で
は
、
末
尾
か
ら
二
番
目
の
文
「
今
宵
、
浦
戸
に
泊

る
。」
に
、
二
月
九
日
で
は
、
末
尾
文
「
今
宵
、
鵜
殿
と
い
ふ
と
こ
ろ
に
泊
ま
る
。」
に
現
れ
、
ど
ち
ら
も
そ
の
日
最
後
の
行
為
と
な
る
停

泊
・
就
寝
を
示
す
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
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次
に
、
文
末
に
位
置
す
る
過
去
系
の
助
動
詞
を
取
り
上
げ
る
。

　

文
末
の
「
き
」
は
、
最
終
日
の
二
月
一
六
日
の
条
に
、「
ほ
と
り
に
松
も
あ
り
き
。」
の
一
例
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
こ
こ
に
「
き
」
が

用
い
ら
れ
た
の
は
、「
五
年
六
年
の
う
ち
に
、
千
歳
や
過
ぎ
に
け
む
、
か
た
へ
は
な
く
な
り
に
け
り
。」
と
続
く
よ
う
に
、
今
や
往
時
の
姿

は
見
る
影
も
な
い
と
い
う
、
時
間
的
な
隔
絶
を
明
示
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

　
「
き
」
と
い
う
終
止
形
は
他
に
二
例
あ
る
が
、
一
例
は
「
さ
れ
ど
も
「
死
じ
子
、
顔
よ
か
り
き
」
と
い
ふ
や
う
も
あ
り
。」（
二
月
四
日
）

と
い
う
、
一
文
中
に
引
用
さ
れ
た
文
に
見
ら
れ
、
も
う
一
例
は
「
か
く
、
上
る
人
々
の
中
に
、
京
よ
り
下
り
し
時
に
、
み
な
人
、
子
ど
も

も
な
か
り
き
、
到
れ
り
し
国
に
て
ぞ
、
子
生
め
る
者
ど
も
、
あ
り
あ
へ
る
。」（
二
月
九
日
）
で
あ
る
。
後
者
は
「
な
か
り
き
」
で
切
れ
て

も
よ
さ
そ
う
な
の
で
あ
る
が
、
諸
注
は
読
点
を
付
し
て
、
以
下
に
逆
接
的
に
つ
な
げ
て
い
る
。「
上
る
人
々
の
中
に
」
と
「
子
生
め
る
者

ど
も
、
あ
り
あ
へ
る
」
と
の
意
味
・
構
文
的
な
関
係
を
優
先
し
た
か
ら
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
一
文
に
は
「
き
」
が
三
回
用
い
ら
れ
て
い
て
、
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ど
れ
も
上
京
と
い
う
現
在
時
と
の
隔
絶
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
「
け
り
」
は
三
五
例
、
文
末
に
現
れ
る
が
、
そ
の
分
布
に
は
四
つ
の
特
徴
的
な
点
が
認
め
ら
れ
る
。

　

第
一
に
、
文
末
の
「
け
り
」
は
五
五
日
の
う
ち
の
一
八
日
つ
ま
り
全
体
の
三
分
の
一
の
記
述
に
し
か
見
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
記
述
量
の
如
何
と
は
関
係
な
く
、
文
末
の
「
け
り
」
は
三
文
だ
け
の
日
に
も
三
六
文
も
あ
る
日
に
も
見
ら
れ
る
。

　

第
二
に
、
文
末
に
「
け
り
」
が
見
ら
れ
る
一
八
日
は
、
門
出
の
日
の
二
日
後
の
一
二
月
二
三
日
か
ら
最
終
日
の
二
月
一
六
日
ま
で
、
間

を
空
け
な
が
ら
も
、
ほ
ぼ
全
体
に
わ
た
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
四
日
連
続
し
て
い
る
の
が
一
回
（
二
月
四
日
～
二

月
七
日
）、
二
日
連
続
が
三
回
（
一
二
月
二
五
・
二
六
日
、
一
月
二
〇
日
・
二
一
日
、
一
月
二
九
日
・
三
〇
日
）
あ
る
。

　

第
三
に
、
一
日
分
の
記
述
に
お
い
て
、
文
末
に
「
け
り
」
が
出
て
く
る
回
数
に
は
バ
ラ
つ
き
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
最
多
の
六

回
が
一
日
（
一
月
二
〇
日
）、
四
回
が
一
日
（
二
月
一
六
日
）、
三
回
が
一
日
（
一
月
九
日
）、
二
回
が
五
日
（
一
二
月
二
六
日
、
一
月
七
日
、

一
月
二
九
日
、
二
月
五
日
、
二
月
七
日
）、
一
回
が
一
〇
日
と
い
う
具
合
で
あ
る
。

　

第
四
に
、
各
日
の
冒
頭
文
の
文
末
に
「
け
り
」
が
来
る
の
は
、
一
日
（
一
月
九
日
）
の
み
で
あ
り
、
末
尾
文
の
文
末
も
六
日
（
一
二
月

二
五
日
、
一
二
月
二
六
日
、
一
月
一
六
日
、
二
月
五
日
、
二
月
六
日
、
二
月
七
日
）
に
す
ぎ
ず
、
残
り
は
両
者
の
中
間
部
分
に
位
置
す
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

以
上
か
ら
、
文
末
で
の
「
け
り
」
の
用
い
ら
れ
方
に
関
し
て
指
摘
で
き
そ
う
な
こ
と
は
、
次
の
三
点
で
あ
る
。

　

一
つ
め
は
、
文
末
「
け
り
」
に
よ
っ
て
各
日
の
記
述
全
体
を
時
制
的
に
統
括
す
る
よ
う
な
、
一
貫
し
た
使
用
は
認
め
が
た
い
と
い
う
こ

と
、
二
つ
め
は
、
日
に
よ
る
文
末
「
け
り
」
の
有
無
あ
る
い
は
多
少
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
の
内
容
に
対
す
る
書
き
手
の
位
置
付
け
方
に
左

右
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
三
つ
め
は
、
そ
の
位
置
付
け
方
は
必
ず
し
も
「
過
去
」
と
い
う
時
制
に
よ
る
と
は
限
ら

な
い
と
い
う
こ
と
、
で
あ
る
。
以
下
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
検
証
し
て
み
る
。
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土
左
日
記
中
、
文
末
に
「
け
り
」
が
も
っ
と
も
多
く
見
ら
れ
る
一
月
二
〇
日
の
記
事
全
文
を
以
下
に
示
す
（
便
宜
と
し
て
文
番
号
を
付

し
、
段
落
分
け
は
し
な
い
）。

　
　

�

①
二
十
日
。
②
昨
日
の
や
う
な
れ
ば
、
船
出
だ
さ
ず
。
③
み
な
人
々
憂
え
嘆
く
。
④
苦
し
く
心
も
と
な
け
れ
ば
、
た
だ
、
日
の
経
ぬ

る
数
を
、
今
日
幾
日
、
二
十
日
、
三
十
日
と
か
ぞ
ふ
れ
ば
、
指
も
そ
こ
な
は
れ
ぬ
べ
し
。
⑤
い
と
わ
び
し
。
⑥
夜
は
寝
も
寝
ず
。
⑦

二
十
日
の
夜
の
月
出
で
に
け
り
。
⑧
山
の
端
も
な
く
て
、
海
の
中
よ
り
ぞ
出
で
来
る
。
⑨
か
う
や
う
な
る
を
見
て
や
、
昔
、
阿
倍
仲

麻
呂
と
い
ひ
け
る
人
は
、
唐
土
に
わ
た
り
て
、
帰
り
来
け
る
時
に
、
船
に
乗
る
べ
き
と
こ
ろ
に
て
、
か
の
国
人
、
馬
の
は
な
む
け
し
、

別
れ
惜
し
み
て
、
か
し
こ
の
漢
詩
作
り
な
ど
し
け
る
。
⑩
飽
か
ず
や
あ
り
け
む
、
二
十
日
の
夜
の
月
出
づ
る
ま
で
ぞ
あ
り
け
る
。
⑪

そ
の
月
は
、
海
よ
り
ぞ
出
で
け
る
。
⑫
こ
れ
を
見
て
ぞ
仲
麻
呂
の
ぬ
し
、「
わ
が
国
に
、
か
か
る
歌
を
な
む
、
神
代
よ
り
神
も
よ
ん

給
う
び
、
今
は
上
、
中
、
下
の
人
も
、
か
う
や
う
に
、
別
れ
惜
し
み
、
喜
び
も
あ
り
、
悲
し
び
も
あ
る
時
に
は
よ
む
」
と
て
、
よ
め

り
け
る
歌
、
青
海
原
ふ
り
さ
け
み
れ
ば
春
日
な
る
三
笠
の
山
に
出
で
し
月
か
も　

と
ぞ
よ
め
り
け
る
。
⑬
か
の
国
人
、
聞
き
知
る
ま

じ
く
、
思
ほ
え
た
れ
ど
も
、
言
の
心
を
、
男
文
字
に
さ
ま
を
書
き
出
だ
し
て
、
こ
こ
の
こ
と
ば
伝
へ
た
る
人
に
い
ひ
知
ら
せ
け
れ
ば
、

心
を
や
聞
き
得
た
り
け
む
、
い
と
思
ひ
の
ほ
か
に
な
む
賞
で
け
る
。
⑭
唐
土
と
こ
の
国
と
は
、
言
異
な
る
も
の
な
れ
ど
、
月
の
か
げ

は
同
じ
こ
と
な
る
べ
け
れ
ば
、
人
の
心
も
同
じ
こ
と
に
や
あ
ら
む
。
⑮
さ
て
、
今
、
そ
の
か
み
を
思
ひ
や
り
て
、
あ
る
人
の
よ
め
る

歌
、
み
や
こ
に
て
山
の
端
に
見
し
月
な
れ
ど
波
よ
り
出
で
て
波
に
こ
そ
入
れ

11
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⑨
文
か
ら
⑬
文
ま
で
文
末
に
連
続
し
て
「
け
り
」
が
五
回
、
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
最
初
の
⑨
文
に
「
昔
」
と
あ
る
こ
と
か
ら

明
ら
か
な
よ
う
に
、
阿
倍
仲
麻
呂
に
ま
つ
わ
る
故
事
を
記
す
部
分
で
あ
り
、
船
旅
の
現
時
点
の
こ
と
で
は
な
く
、
遠
い
過
去
の
こ
と
で
あ

る
。
そ
れ
ら
を
「
け
り
」
文
末
に
よ
っ
て
過
去
の
出
来
事
と
し
て
示
す
の
は
順
当
な
用
法
と
い
え
よ
う
。
と
は
い
え
、
そ
れ
だ
け
の
こ
と

な
ら
ば
、
当
該
の
五
文
す
べ
て
の
文
末
に
「
け
り
」
を
用
い
る
必
要
は
あ
る
ま
い
。
こ
れ
ら
の
「
け
り
」
が
い
ず
れ
も
強
調
の
係
り
結
び

の
結
び
に
な
っ
て
い
る
点
も
考
え
る
と
、
単
に
時
制
を
示
す
た
め
の
み
と
は
考
え
が
た
い
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
⑦
文
は
船
旅
の
現
時
点
の
こ
と
で
あ
り
、
直
前
の
⑥
文
の
「
寝
ず
」、
直
後
の
⑧
文
の
「
出
で
来
る
」
と
い
う
文
末

と
並
べ
れ
ば
、
⑦
文
の
み
が
過
去
の
こ
と
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
③
文
の
「
憂
え
嘆
く
」、
④
文
の
「
苦
し
く
心
も
と
な
け
れ
ば
」、
⑤
文

の
「
い
と
わ
び
し
」
な
ど
の
マ
イ
ナ
ス
の
感
情
表
現
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
感
情
を
紛
ら
わ
せ
て
く
れ
る
出
来
事
と
し
て
⑦
文
以

下
が
記
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

古
典
文
法
に
お
い
て
、
助
動
詞
「
け
り
」
に
は
、
過
去
と
詠
嘆
と
い
う
二
つ
の
意
味
が
あ
る
と
さ
れ
、
文
末
に
お
い
て
、
過
去
は
地
の

文
、
詠
嘆
は
和
歌
あ
る
い
は
会
話
文
の
用
法
と
さ
れ
る
。
件
ん
の
⑦
文
の
文
末
「
け
り
」
が
過
去
の
意
で
は
な
い
と
す
れ
ば
、
詠
嘆
と
い

う
こ
と
に
な
る
が
、
⑦
文
は
地
の
文
で
あ
る
か
ら
、
例
外
と
な
っ
て
し
ま
う
。

　
「
け
り
」
と
い
う
語
自
体
の
意
味
と
し
て
の
、
こ
の
二
分
法
に
異
議
を
呈
し
た
、
大
木
一
夫
『
文
論
序
説
』（
ひ
つ
じ
書
房
、
二
〇
一
七

年
）
は
、
文
の
意
味
と
し
て
、
従
来
の
「
過
去
」
は
事
態
伝
達
、「
詠
嘆
」
は
事
態
認
識
に
相
当
し
、
文
末
の
「
け
り
」
は
そ
れ
ぞ
れ
の

目
的
を
果
た
す
役
割
に
関
わ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
事
態
伝
達
文
と
い
う
の
は
、「
話
者
の
も
っ
て
い
る
知
識
・
情
報
を
聞
き
手
に
伝

達
す
る
文
」
の
こ
と
で
あ
り
、
事
態
認
識
文
と
い
う
の
は
、「
そ
の
文
を
発
す
る
こ
と
で
認
識
を
新
た
に
す
る
文
、
認
識
を
新
た
に
し
た

こ
と
を
あ
ら
わ
す
文
、
あ
る
い
は
認
識
を
し
た
内
容
を
言
語
で
象
る
文
、
つ
ま
り
新
し
い
認
識
に
即
応
す
る
文
」（
一
一
八
頁
）
の
こ
と

で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
な
文
の
目
的
あ
る
い
は
機
能
に
よ
る
区
別
は
、
傾
向
差
は
あ
る
と
し
て
も
、
文
そ
の
も
の
の
位
相
的
な
性
格
の
違
い
に
直
接

は
関
わ
ら
な
い
と
す
れ
ば
、「
け
り
」
文
末
の
事
態
認
識
文
が
地
の
文
に
現
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

⑦
文
に
書
か
れ
て
あ
る
、
一
月
二
〇
日
の
月
の
出
そ
の
も
の
は
、
そ
の
夜
が
晴
れ
て
い
れ
ば
、
誰
で
も
確
認
で
き
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
事
態
を
伝
達
す
る
こ
と
の
意
味
は
な
い
。
意
味
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
事
態
に
な
ん
ら
か
の
新
た
な
認
識
を
し
た
こ
と
を
示
す
場

合
で
あ
る
。
そ
の
新
た
な
認
識
と
は
、
そ
の
月
が
「
二
十
日
の
夜
の
月
」
で
あ
り
、
加
え
て
「
海
の
中
よ
り
ぞ
出
で
来
る
」
月
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
阿
倍
仲
麻
呂
の
故
事
に
思
い
至
っ
た
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

20

　

次
に
、
冒
頭
文
お
よ
び
末
尾
文
の
文
末
の
「
け
り
」
を
取
り
上
げ
る
。

　

そ
の
日
の
冒
頭
文
の
文
末
に
「
け
り
」
が
来
る
の
は
、
次
の
一
例
で
あ
る
。

　
　

九
日
の
つ
と
め
て
、
大
湊
よ
り
、
奈
半
の
泊
を
追
は
む
と
て
、
漕
ぎ
出
で
に
け
り
。（
一
月
九
日
）

　

同
日
の
記
事
は
二
五
文
（
地
の
文
の
述
語
文
は
二
二
文
）
か
ら
成
り
、
他
に
文
末
に
「
け
り
」
が
来
る
の
は
、
第
三
文
と
第
六
文
の
二

例
で
あ
り
、
他
の
文
末
は
、
動
詞
五
例
、
形
容
詞
二
例
、「
け
り
」
以
外
の
助
動
詞
一
二
例
で
あ
る
。
こ
の
日
の
末
尾
文
は
「
か
く
行
き

暮
ら
し
て
、
泊
に
到
り
て
、
翁
人
一
人
、
専
女
一
人
、
あ
る
が
中
に
心
地
悪
し
み
し
て
、
も
の
も
も
の
し
給
ば
で
、
ひ
そ
ま
り
ぬ
。」
と

助
動
詞
「
ぬ
」
で
終
わ
っ
て
い
る
。
第
三
文
と
第
六
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
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③
こ
の
人
々
ぞ
、
志
あ
る
人
な
り
け
る
。（
一
月
九
日
）

　
　

⑥
こ
れ
を
見
送
ら
む
と
て
ぞ
、
こ
の
人
ど
も
は
追
ひ
来
け
る
。（
一
月
九
日
）

　

と
も
に
、
日
記
の
現
時
点
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
だ
け
が
他
文
と
異
な
る
過
去
で
は
な
い
。
二
文
と
も
同
一
の
人
物
達
に
関
わ
る
内
容
で

あ
り
、
③
文
直
後
に
「
こ
の
人
々
の
深
き
志
は
こ
の
海
に
も
劣
ら
ざ
る
べ
し
。」
と
い
う
一
文
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

そ
れ
ら
の
人
々
に
対
す
る
情
意
、
言
い
換
え
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
人
々
の
誠
意
に
対
す
る
新
た
な
認
識
が
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

件
ん
の
文
末
「
け
り
」
に
は
「
漕
ぎ
出
づ
」
が
上
接
し
て
い
る
が
、
同
じ
動
詞
が
冒
頭
文
末
に
来
る
一
例
が
一
二
月
二
七
日
の
条
に
、

次
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
。

　
　

二
十
七
日
。
大
津
よ
り
浦
戸
を
指
し
て
漕
ぎ
出
づ
。（
一
二
月
二
七
日
）

　

一
月
九
日
の
冒
頭
文
と
比
べ
、
表
現
パ
タ
ー
ン
は
ほ
ぼ
同
一
で
あ
り
、
異
な
る
の
は
文
末
の
「（
に
）
け
り
」
の
有
無
の
み
と
言
っ
て

よ
い
。
こ
の
有
無
の
違
い
の
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
焦
燥
感
や
安
心
感
の
程
度
の
違
い
で
あ
る
。

　

一
月
九
日
の
ほ
う
は
、
前
年
の
一
二
月
二
九
日
か
ら
、
悪
天
候
な
ど
の
せ
い
で
、
長
く
足
止
め
を
食
ら
っ
て
い
た
末
の
や
っ
と
の
出
港

で
あ
る
の
に
対
し
て
、
一
二
月
二
七
日
の
ほ
う
は
、
同
月
二
一
日
の
門
出
か
ら
一
週
間
を
経
過
し
て
は
い
る
が
、
送
別
の
宴
な
ど
に
よ
る

の
で
あ
っ
て
、
事
情
が
大
き
く
異
な
る
。

　

も
う
一
つ
考
え
ら
れ
る
の
は
、
出
港
に
ど
れ
ほ
ど
の
重
き
を
置
く
か
で
あ
る
。
一
月
九
日
の
ほ
う
は
、
完
了
系
の
助
動
詞
「
ぬ
」
も
付

加
さ
れ
、
出
港
と
い
う
行
為
そ
の
も
の
の
完
了
に
重
き
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
同
日
の
後
続
文
に
「
今
は
漕
ぎ
離
れ
て
行
く
」「
漕
ぎ
行
く
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ま
に
ま
に
」（
二
例
）「
行
き
過
ぐ
」
な
ど
の
出
港
後
の
途
中
経
過
を
示
す
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
逆
に
裏
付
け
ら
れ
る
。

対
す
る
に
、
一
二
月
二
七
日
の
ほ
う
の
「
漕
ぎ
出
づ
」
は
、
船
旅
の
開
始
を
包
括
的
に
示
す
も
の
で
あ
っ
て
、
実
際
に
乗
船
す
る
の
は
、

同
日
の
全
一
三
文
の
第
八
文
の
「（
略
）
早
く
往
な
む
と
て
、「
潮
満
ち
ぬ
。
風
も
吹
き
ぬ
べ
し
」
と
さ
わ
げ
ば
、
船
に
乗
り
な
む
と
す
。」

か
ら
で
あ
り
、
そ
の
後
の
経
過
も
い
っ
さ
い
示
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
第
一
二
文
で
「
今
宵
、
浦
戸
に
泊
る
。」
と
、
い
き
な
り
到
着
を
示

す
の
み
で
あ
る
。

　

末
尾
文
の
文
末
に
「
け
り
」
が
来
る
六
文
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　

呼
ば
れ
て
到
り
て
、
日
一
日
、
夜
一
夜
、
と
か
く
遊
ぶ
や
う
に
て
明
け
に
け
り
。（
一
二
月
二
五
日
）

　
　

�

と
か
く
い
ひ
て
、
前
の
守
、
今
の
も
、
も
ろ
と
も
に
降
り
て
、
今
の
主
も
、
前
の
も
、
手
取
り
交
し
て
、
酔
ひ
言
に
こ
こ
ろ
よ
げ
な

る
言
し
て
、
出
で
に
け
り
。（
一
二
月
二
六
日
）

　
　

さ
て
、
船
に
乗
り
し
日
よ
り
今
日
ま
で
に
、
二
十
日
あ
ま
り
五
日
に
な
り
に
け
り
。（
一
月
一
六
日
）

　
　

楫
取
の
心
は
、
神
の
御
心
な
り
け
り
。（
二
月
五
日
）

　
　

�

こ
れ
が
中
に
、
心
地
悩
む
船
君
、
い
た
く
め
で
て
、「
船
酔
ひ
し
給
べ
り
し
御
顔
に
は
、
似
ず
も
あ
る
か
な
」
と
、
い
ひ
け
る
。（
二

月
六
日
）

　
　
「
淡
路
の
御
の
歌
に
劣
れ
り
。
ね
た
き
。
い
は
ざ
ら
ま
し
も
の
を
」
と
、
悔
し
が
る
う
ち
に
、
夜
に
な
り
て
寝
に
け
り
。（
二
月
七
日
）

　

こ
れ
ら
の
う
ち
、
末
尾
文
の
文
末
に
の
み
「
け
り
」
が
現
れ
る
の
が
、
三
日
（
一
二
月
二
五
日
・
一
月
一
六
日
・
二
月
六
日
）、
末
尾

文
以
外
に
も
見
ら
れ
る
の
が
、
三
日
（
一
二
月
二
六
日
（
二
例
）・
二
月
五
日
・
二
月
七
日
）
で
あ
る
。
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こ
の
六
文
に
お
い
て
、
内
容
的
に
異
質
な
の
が
、
一
月
一
六
日
と
二
月
五
日
で
あ
る
。
と
も
に
、
そ
の
日
の
出
来
事
の
記
述
と
は
レ
ベ

ル
を
異
に
す
る
書
き
手
の
コ
メ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
。
と
く
に
、
一
月
六
日
の
末
尾
文
は
、「
さ
て
」
と
い
う
語
か
ら
始
ま
る
よ
う
に
、

そ
の
日
の
出
来
事
と
は
直
接
の
関
わ
り
が
な
い
、
船
旅
の
開
始
日
か
ら
当
日
ま
で
の
日
数
を
、
た
だ
事
実
と
し
て
示
し
た
の
で
は
な
く
、

相
応
の
感
慨
と
と
も
に
表
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
書
き
手
の
コ
メ
ン
ト
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
記
述
時
点
に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る

か
ら
、
文
末
の
「
け
り
」
に
よ
っ
て
過
去
性
が
表
示
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

　

残
り
の
四
文
の
う
ち
、
一
二
月
二
五
日
の
「
明
け
に
け
り
」、
一
二
月
二
六
日
の
「
出
で
に
け
り
」、
二
月
七
日
の
「
寝
に
け
り
」
と
い

う
文
末
表
現
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
日
の
最
後
の
出
来
事
（
行
為
）
を
示
し
、
二
月
六
日
の
「
い
ひ
け
る
」
と
い
う
文
末
表
現
は
、
そ
の
日
に

記
さ
れ
た
、
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
対
す
る
行
為
を
示
し
て
い
る
。
ど
の
文
も
、
そ
の
文
の
出
来
事
（
行
為
）
の
み
が
過
去
で

あ
る
わ
け
で
は
な
く
、ま
た
そ
の
内
容
か
ら
し
て
、一
日
の
出
来
事
を
統
括
し
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
も
な
く
、そ
れ
ぞ
れ
の
出
来
事
（
行

為
）
自
体
に
関
す
る
情
意
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
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判
断
に
関
わ
る
打
消
系
の
助
動
詞
四
三
例
は
す
べ
て
「
ず
」（
終
止
形
の
み
）
で
あ
る
。
そ
の
上
接
語
は
ほ
と
ん
ど
が
動
詞
（
他
に
形

容
詞
一
例
、
助
動
詞
二
例
）
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
な
ぜ
打
ち
消
し
表
現
が
用
い
ら
れ
る
か
と
い
え
ば
、
特
定
の
行
為
や
状
態
を
想
定
し
た
う
え
で
、
そ
れ
が
成
立
し
て
い
な
い

こ
と
を
表
し
伝
え
る
た
め
で
あ
る
。
当
面
の
対
象
と
す
る
行
為
や
状
態
を
そ
の
ま
ま
表
す
語
が
な
い
と
い
う
場
合
も
な
く
は
な
い
が
、
打

消
し
表
現
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、
想
定
さ
れ
た
行
為
や
状
態
で
あ
り
、
そ
の
不
成
立
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

　

土
左
日
記
の
地
の
文
の
文
末
の
「
ず
」
に
上
接
す
る
動
詞
で
、
複
数
回
出
て
く
る
の
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
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い
だ
す
（
六
）、
見
ゆ
（
四
）、
あ
り
・
止
む
（
各
三
）、
書
く
・
立
つ
（
各
二
）

　

た
と
え
ば
、
最
多
の
「
い
だ
さ
ず
」
と
い
う
文
末
を
持
つ
六
文
は
、
す
べ
て
船
に
関
し
て
で
あ
り
、「
船
を
い
だ
す
」
こ
と
を
想
定
し

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
実
現
し
て
い
な
い
と
い
う
事
実
を
伝
え
る
。
同
様
に
、「
見
え
ず
」
の
四
文
は
、「
海
の
あ
り
や
う
・
西
東
・

風
波
・
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
」
が
見
え
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
で
き
な
い
と
い
う
状
況
を
、「
や
ま
ず
」
の
三
文
は
、

「
風
・
雨
・
雨
風
」
の
止
む
こ
と
（
そ
れ
に
よ
っ
て
出
港
で
き
る
）
を
願
っ
て
い
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
風
雨
が
あ
る
と
い
う
状
況
に
変
化

が
な
い
こ
と
を
、
逆
に
、「
た
た
ず
」
の
二
文
は
、「
波
風
・
風
波
」
が
立
つ
こ
と
を
恐
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
ま
だ
そ
れ
が
生
じ
て
い
な

い
事
態
を
、
そ
れ
ぞ
れ
表
し
て
い
る
。

　

な
お
、「
あ
り
」
に
つ
い
て
は
、「
褒
む
る
に
し
も
あ
ら
ず
」（
一
二
月
二
三
日
）、「
や
む
べ
く
も
あ
ら
ず
」（
一
月
一
六
日
）、「
い
ふ
と

に
も
あ
ら
ず
」（
二
月
五
日
）
の
よ
う
に
、
実
質
的
に
は
そ
の
全
体
で
「
褒
む
・
や
む
・
い
ふ
」
を
打
ち
消
す
機
能
を
果
た
し
て
い
て
、「
あ

り
」
と
い
う
存
在
の
打
消
し
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。

　

こ
れ
ら
の
中
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、「
い
だ
さ
ず
」
の
六
例
中
の
五
例
、「
や
ま
ず
」
の
三
例
中
の
二
例
が
冒
頭
の
日
付
直
後
の
文
に
見

ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
出
港
に
関
わ
る
想
定
・
関
心
の
強
さ
が
う
か
が
え
る
。
同
じ
位
置
に
あ
る
同
様
の
例
と
し
て
は
、
各
一
回
の

「
上
ら
ず
・
吹
か
ず
・
降
ら
ず
」
も
挙
げ
ら
れ
る
。
反
対
に
、
動
詞
文
末
の
ほ
う
で
も
、「
い
だ
す
」
と
「
上
る
」
が
各
一
回
、「
降
る
」

が
三
回
、
冒
頭
に
見
ら
れ
る
。

　

同
じ
く
判
断
に
関
わ
る
断
定
系
の
助
動
詞
一
八
例
は
す
べ
て「
な
り
」（
一
例
が
連
体
形
）で
あ
る
。そ
の
上
接
語
の
半
分
は
名
詞
で
、「
所
」

（
四
回
）、「
言
・
言
葉
・
泊
・
名
・
わ
ざ
」（
各
一
回
）
が
見
ら
れ
る
。
残
り
は
、
動
詞
あ
る
い
は
動
詞
＋
助
動
詞
で
あ
り
、
重
複
す
る
上
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接
語
は
見
ら
れ
な
い
。

　

こ
れ
ら
の
分
布
位
置
で
目
を
引
く
の
は
、
冒
頭
に
六
例
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
最
初
の
一
例
が
、
序
に
相
当
す
る
、
著
名
な
日
記
冒

頭
文
「
男
も
す
な
る
日
記
と
い
ふ
も
の
を
、
女
も
し
て
み
む
と
て
す
る
な
り
。」
で
あ
る
。
新
全
集
が
、「
男
も
書
く
と
聞
い
て
い
る
日
記

と
い
う
も
の
を
、女
で
あ
る
わ
た
し
も
試
み
て
み
よ
う
と
思
っ
て
書
く
の
で
あ
る
。」
と
口
語
訳
す
る
よ
う
に
、「
な
り
」
は
現
代
語
の
「
の

だ
」に
相
当
す
る
、現
事
態
の
背
景
説
明
す
る
機
能
を
担
う
。
こ
の
場
合
の
背
景
は「
女
も
し
て
み
む
と
て
」で
あ
る
。
も
う
一
例
、「
二
十
五

日
。
守
の
館
よ
り
、
呼
び
に
文
持
て
来
た
な
り
。」（
一
二
月
二
五
日
）
も
、
続
く
一
文
か
ら
、
そ
れ
が
送
別
の
宴
の
誘
い
で
あ
る
と
い
う

背
景
の
事
実
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

残
り
四
例
は
ど
れ
も
、
次
の
よ
う
に
、
名
詞
＋
「
な
り
」
の
文
末
で
あ
る
。

　
　

元
日
。
な
ほ
同
じ
泊
な
り
。（
一
月
一
日
）

　
　

三
日
。
同
じ
と
こ
ろ
な
り
。（
一
月
三
日
）

　
　

八
日
。
さ
は
る
こ
と
あ
り
て
、
な
ほ
同
じ
と
こ
ろ
な
り
。（
一
月
八
日
）

　
　

二
十
四
日
。
昨
日
の
同
じ
と
こ
ろ
な
り
。（
一
月
二
四
日
）

　

こ
れ
ら
は
ま
っ
た
く
同
じ
状
況
を
示
し
、
次
に
示
す
動
詞
「
あ
り
」
の
文
末
と
同
一
で
あ
る
。

　
　

五
日
。
風
波
や
ま
ね
ば
、
な
ほ
同
じ
と
こ
ろ
に
あ
り
。（
一
月
五
日
）

　
　

七
日
に
な
り
ぬ
。
同
じ
港
に
あ
り
。（
一
月
七
日
）
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十
八
日
。
な
ほ
、
同
じ
と
こ
ろ
に
あ
り
。（
一
月
一
八
日
）
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最
後
に
、
推
量
系
と
し
た
助
動
詞
の
文
末
表
現
を
取
り
上
げ
る
。

　

こ
の
助
動
詞
文
末
全
体
で
指
摘
で
き
る
こ
と
が
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
こ
れ
ら
が
見
ら
れ
る
の
は
五
五
日
の
う
ち
の
一
三
日
つ
ま
り
全

日
の
四
分
の
一
以
下
で
あ
り
、
複
数
見
ら
れ
る
の
は
五
日
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
一
例
を
除
き
、
各
日
の
冒

頭
に
は
現
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
一
例
は
、「
六
日
。
昨
日
の
ご
と
し
。」（
一
月
六
日
）
で
あ
り
、
同
日
の
記
事
は
こ
れ
の

み
で
、
文
末
の
「
ご
と
し
」
は
例
示
の
用
法
で
あ
る
。

　

以
下
で
は
、
大
半
を
占
め
て
い
る
「
べ
し
」（
一
五
回
）
と
「
む
」（
八
回
）
の
文
末
表
現
を
見
て
み
る
。

　

文
末
の
「
べ
し
」
に
上
接
す
る
の
は
、
動
詞
が
四
例
（
言
ふ
（
二
）・
あ
り
・
な
る
）、
形
容
詞
が
二
例
（
な
し
・
読
み
据
ゑ
難
し
）、

助
動
詞
が
九
例
（
な
り
［
断
定
］（
三
）・
つ
（
二
）・
ぬ
（
二
）・
ず
（
二
））
で
あ
り
、
助
動
詞
連
続
が
全
体
の
六
割
を
占
め
る
。

　
「
べ
し
」
文
末
の
文
に
お
い
て
目
立
つ
の
は
、
一
五
文
の
う
ち
の
一
〇
文
が
和
歌
あ
る
い
は
漢
詩
を
話
題
に
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
例
を
示
す
。

　
　

①
こ
と
人
々
の
も
あ
り
け
れ
ど
、
さ
か
し
き
も
な
か
る
べ
し
。（
一
二
月
二
六
日
）［
和
歌
］

　
　

②
い
と
大
声
な
る
べ
し
。（
一
月
七
日
）［
和
歌
］

　
　

③
男
ど
ち
は
、
心
や
り
に
や
あ
ら
む
、
漢
詩
な
ど
い
ふ
べ
し
。（
一
月
一
八
日
）［
漢
詩
］

　
　

④
書
け
り
と
も
、
え
読
み
据
ゑ
難
か
る
べ
し
。（
一
月
一
八
日
）［
和
歌
］
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⑤
聞
く
人
の
思
へ
る
や
う
、「
な
ぞ
、
た
だ
言
な
る
」
と
、
ひ
そ
か
に
い
ふ
べ
し
。（
二
月
一
日
）［
和
歌
］

　
　

⑥
女
子
の
た
め
に
は
、
親
、
幼
く
な
り
ぬ
べ
し
。（
二
月
四
日
）［
和
歌
］

　
　

⑦
（
略
）
ま
た
も
恋
ふ
る
力
に
せ
む
、
と
な
る
べ
し
。（
二
月
五
日
）［
和
歌
］

　
　

⑧
こ
れ
は
病
を
す
れ
ば
よ
め
る
な
る
べ
し
。（
二
月
七
日
）［
和
歌
］

　
　

⑨
こ
の
歌
は
、
み
や
こ
近
く
に
な
り
ぬ
る
喜
び
に
堪
へ
ず
し
て
、
い
へ
る
な
る
べ
し
。（
二
月
七
日
）［
和
歌
］

　
　

⑩
か
う
や
う
の
こ
と
も
、
歌
も
、
好
む
と
て
あ
る
に
も
あ
ら
ざ
る
べ
し
。（
二
月
九
日
）［
漢
詩
・
和
歌
］

　

①
④
⑤
⑥
は
和
歌
の
出
来
、
⑦
⑧
⑨
は
和
歌
の
解
釈
、
③
は
漢
詩
を
吟
じ
る
理
由
、
⑩
は
漢
詩
あ
る
い
は
和
歌
を
詠
む
理
由
、
②
は
和

歌
の
詠
み
声
、
に
関
す
る
書
き
手
の
評
価
あ
る
い
は
思
考
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

土
左
日
記
に
は
、
全
五
五
日
の
う
ち
の
約
半
分
の
二
五
日
に
、
六
一
首
（
う
ち
二
首
は
船
唄
）
も
の
歌
が
引
用
さ
れ
て
い
る
（
漢
詩
は

「
漢
詩
は
こ
れ
に
え
書
か
ず
。」（
一
二
月
二
六
日
）
と
あ
る
よ
う
に
、
実
例
は
引
か
れ
て
い
な
い
）。
も
と
よ
り
、
和
歌
の
み
が
引
用
さ
れ

て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
前
後
に
は
、
詠
む
こ
と
に
ま
つ
わ
る
状
況
が
記
さ
れ
、
そ
の
中
に
は
和
歌
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン

ト
も
見
ら
れ
る
。
そ
の
コ
メ
ン
ト
に
は
、
す
で
に
取
り
上
げ
た
助
詞
文
末
の
「
い
と
を
か
し
か
し
」（
一
月
七
日
）
や
「
か
く
は
言
ふ
も

の
か
」（
一
月
七
日
）、「
あ
ら
ず
か
し
」（
二
月
五
日
）、
形
容
詞
・
形
容
動
詞
文
末
の
「
似
つ
か
は
し
」（
一
月
一
五
日
・
一
月
二
二
日
）

や
「
あ
は
れ
な
る
」（
一
月
二
一
日
）
な
ど
、
直
接
情
意
的
な
コ
メ
ン
ト
を
表
す
表
現
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
な
ぜ
文
末

に
推
量
系
の
「
べ
し
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
か
。

　

推
量
系
の
助
動
詞
の
中
で
も
「
べ
し
」
は
、
当
為
性
の
強
い
推
量
を
表
す
。
つ
ま
り
、
出
来
事
に
対
す
る
判
断
と
し
て
、
推
量
で
は
あ

る
も
の
の
確
信
性
が
強
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
逆
に
、
確
信
性
が
強
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
推
量
で
あ
る
こ
と
が
、
一
種
の
朧
化
表
現
と
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し
て
の
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
に
も
な
る
。
こ
れ
に
照
ら
せ
ば
、
上
記
の
例
で
は
、
前
者
に
は
和
歌
の
解
釈
や
漢
詩
を
吟
じ
る
理
由
、
漢

詩
あ
る
い
は
和
歌
を
詠
む
理
由
、
後
者
に
は
和
歌
の
出
来
や
和
歌
の
詠
み
声
に
関
す
る
コ
メ
ン
ト
の
文
が
そ
れ
ぞ
れ
相
当
し
よ
う
。

　

推
量
系
の
助
動
詞
「
む
」
の
文
末
八
例
に
つ
い
て
は
、
特
徴
的
な
点
が
三
つ
あ
る
。

　

第
一
に
、
一
例
を
除
き
、
疑
問
文
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
係
助
詞
「
や
」
と
呼
応
す
る
の
が
三
例
、
副
詞
「
い
か
が
」
三
例
、
形

容
動
詞
「
い
か
な
り
」
一
例
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
五
例
が
、「
べ
し
」
文
末
と
同
様
に
、
和
歌
が
ら
み
の
内
容
の
文
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

　
　

持
て
来
た
る
物
よ
り
は
、
歌
は
い
か
が
あ
ら
む
。（
一
月
七
日
）

　
　

今
日
だ
に
い
ひ
が
た
し
。
ま
し
て
後
に
は
い
か
な
ら
む
。（
一
月
一
八
日
）

　
　

海
に
て
、「
子
の
日
」
の
歌
に
て
は
、
い
か
が
あ
ら
む
。（
一
月
二
九
日
）

　
　

父
も
こ
れ
を
聞
き
て
、
い
か
ゞ
あ
ら
む
。（
二
月
九
日
）

　
　

�

唐
土
と
こ
の
国
と
は
、
言
異
な
る
も
の
な
れ
ど
、
月
の
か
げ
は
同
じ
こ
と
な
る
べ
け
れ
ば
、
人
の
心
も
同
じ
こ
と
に
や
あ
ら
む
。（
一

月
二
〇
日
）

　

第
三
に
、
第
一
点
に
関
す
る
例
外
の
一
例
は
、
日
記
末
尾
の
、
跋
に
相
当
す
る
「
と
ま
れ
か
う
ま
れ
、
と
く
破
て
む
」（
二
月
一
六
日
）

の
「
む
」
で
、
こ
れ
の
み
が
推
量
で
は
な
く
意
志
を
表
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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前
稿
の
内
容
も
含
め
、
土
左
日
記
の
地
の
文
に
お
け
る
文
末
表
現
に
つ
い
て
指
摘
し
て
き
た
こ
と
の
主
要
な
点
を
ま
と
め
る
と
、
以
下

の
五
点
に
な
る
。

　

第
一
に
、
各
日
の
出
来
事
に
関
し
て
、
時
制
に
は
非
関
与
的
に
表
現
さ
れ
る
。
そ
れ
が
端
的
に
表
れ
て
い
る
の
が
、
各
日
の
冒
頭
文
で

あ
り
、
動
詞
文
末
に
よ
り
、
そ
の
日
全
体
の
メ
イ
ン
ト
ピ
ッ
ク
が
包
括
的
に
示
さ
れ
る
。

　

第
二
に
、
過
去
の
助
動
詞
と
さ
れ
る
「
け
り
」
の
文
末
は
、
各
日
の
出
来
事
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
時
制
で
は
な
く
、
各
日
の
現
時
点
に

お
け
る
事
態
の
認
識
を
示
す
。
そ
こ
に
は
詠
嘆
に
つ
な
が
る
何
ら
か
の
情
意
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

第
三
に
、
各
日
の
出
来
事
（
行
動
）
の
個
々
は
、
そ
れ
自
体
を
中
心
と
し
て
そ
の
ま
ま
表
現
さ
れ
る
。
感
情
や
感
覚
な
ど
、
内
面
の
変

化
に
関
わ
る
こ
と
も
含
め
、
動
詞
単
独
あ
る
い
は
完
了
や
断
定
、
打
消
し
な
ど
の
助
動
詞
な
ど
の
文
末
に
よ
り
客
体
的
に
示
さ
れ
る
。

　

第
四
に
、
書
き
手
の
情
意
が
直
接
的
な
表
現
は
、
和
歌
な
ど
に
関
す
る
コ
メ
ン
ト
に
集
中
す
る
。
そ
れ
は
、
お
も
に
終
助
詞
や
形
容
詞
・

形
容
動
詞
の
文
末
、
推
量
の
助
動
詞
の
文
末
に
認
め
ら
れ
る
。

　

第
五
に
、
名
詞
文
末
と
み
な
さ
れ
る
各
日
冒
頭
の
日
付
は
そ
れ
単
独
で
は
一
文
に
な
ら
ず
、
直
後
の
表
現
と
一
体
に
な
っ
て
一
文
を
成

す
。
た
だ
し
、
一
方
で
日
付
は
目
印
と
し
て
の
符
号
的
な
機
能
も
担
っ
て
い
る
。

　

以
上
を
と
お
し
全
体
と
し
て
言
え
る
こ
と
は
、
土
左
日
記
の
文
末
表
現
は
、
基
本
的
に
日
記
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
文
章
の
性
格
に
基
づ

い
て
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

土
左
日
記
以
前
に
、
和
文
の
日
記
、
と
い
う
よ
り
和
文
散
文
そ
の
も
の
が
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
散
文
と
り
わ
け

日
記
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
文
章
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
知
る
に
は
、
漢
文
以
外
に
あ
り
え
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
中
国
漢
文
そ
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の
も
の
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
し
、
あ
る
い
は
日
本
漢
文
か
万
葉
集
の
和
歌
に
付
さ
れ
た
漢
文
の
序
あ
る
い
は
左
注
の
よ
う
な
も
の
だ
っ

た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
限
り
で
、
土
左
日
記
の
文
章
が
漢
文
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
い
う
の
は
、
む
し
ろ
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
た

だ
し
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
、
文
章
・
表
現
の
枠
組
み
を
参
照
し
た
に
す
ぎ
な
い
。

　

し
か
し
、
日
記
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
を
選
択
し
た
以
上
は
、
そ
の
拘
束
か
ら
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
特
筆
す
べ
き

こ
と
が
何
も
な
い
日
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
日
の
日
付
と
一
文
の
み
の
記
述
を
一
日
も
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
物
語
な
ら
ば
、
あ

る
い
は
後
の
女
流
日
記
な
ら
ば
、
あ
り
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
文
末
に
つ
い
て
も
、
物
語
の
文
章
と
は
明
ら
か
に
異
質
な
表
現
を
用
い
ざ

る
を
え
な
か
っ
た
。
と
く
に
物
語
に
は
欠
か
せ
な
い
時
間
経
過
に
関
わ
る
時
制
に
は
非
関
与
的
な
表
現
に
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。

　

た
だ
、
こ
の
よ
う
な
拘
束
が
土
左
日
記
に
不
都
合
な
結
果
を
も
た
ら
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
他
に
選
択
の
余
地
が
な
か
っ
た
と
い
う
面

も
あ
ろ
う
が
、
逆
に
、
日
記
と
い
う
拘
束
が
あ
る
か
ら
こ
そ
与
み
し
や
す
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。

土
左
日
記
は
、
日
記
と
の
、
い
わ
ば
付
か
ず
離
れ
ず
の
関
係
を
と
お
し
て
、
初
め
て
の
和
文
散
文
を
実
現
し
て
み
せ
た
の
で
あ
る
。
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